
14:00-14:10 『開催挨拶』
 中部地方整備局　副局長 元野　一生

14:10-14:40 『係留施設の地震時変位計測への無人航空機の活用』
　　　　　港湾空港技術研究所　地震防災研究領域　耐震構造研究グループ　主任研究官 大矢　陽介

14:40-15:10 『岸壁の地震時被害とRTK-GNSSによる変位測定技術、利用可否判断』
　　　　　港湾空港技術研究所　地震防災研究領域　耐震構造研究グループ長 小濱　英司

15:10-15:40 『災害時の油流出予測』

　　　　　港湾空港技術研究所　新技術研究開発領域長 藤田　　勇
15:40-15:50 『休憩』

15:50-16:20 『港湾域における高潮対策について』
国土技術政策総合研究所　沿岸海洋・防災研究部長 國田　　淳

16:20-16:50 『強震計観測情報を活用した港湾施設診断システムについて』
　　　　　中部地方整備局　名古屋港湾空港技術調査事務所 　技術課長 村上 裕幸

16:50-17:50 『伊勢・三河湾におけるこれまでとこれからの高潮防災』
　　　　　名古屋大学　大学院環境学研究科　都市環境学専攻　教授 富田　孝史

17:50-18:00 『閉会挨拶』
　　　　　　　　港湾空港技術研究所　特別研究主幹 滝澤　　裕

18:30-20:00 『研究交流会』  ※別会場

申し込み⽅法等は裏⾯をご覧下さい
【主催】国⼟交通省 中部地⽅整備局

国⼟交通省 国⼟技術政策総合研究所
国⽴研究開発法⼈ 海上・港湾・航空技術研究所 港湾空港技術研究所

本講演会は、中部地⽅整備局、国⼟技術政策総合研究所および港湾空
港技術研究所における第⼀線の研究者・技術者から最新の研究・技術
開発の成果を報告するものです。

平成30年

11⽉19⽇（⽉）
14:00〜18:00

会 場︓TKP名駅桜通⼝カンファレンスセンター
募集定員︓１５０名程度
応募締切︓平成３０年１１⽉５⽇（⽉）

聴講無料
※研究交流会は有料

2009年10⽉8⽇三河港⾼潮被害

JSCE18-1147
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講演会テーマ『沿岸域における災害の軽減と復旧』



⑤研究交流会
参加の有無

④CPD申請
希望の有無

③連絡先(TEL)①氏名（ふりがな） ②住所または所属会社名

港湾空港技術特別講演会in中部２０１８

聴講申し込み

本紙をメールまたはFAXにて申込先まで送信してください

申込先 国土交通省 中部地方整備局 港湾空港部 海洋環境・技術課（担当：塚本、横井）

mail pa.cbr-kouen＠mlit.go.jp

FAX 052-209-6308

■参加申し込み方法

聴講希望の方は、上記表内の記載事項にご記入の上、締め切り日までにメールまたはＦＡＸ

にてお申し込み下さい。なお、個人情報は本講演会開催以外の目的で使用致しません。

また、申し込み先着順となりますので、定員になり次第締め切らせて頂きます。

■土木学会認定CPDプログラム

本講演会は、土木学会認定CPDプログラムです。CPDプログラムの申請を希望される方は、

記入欄に〇を付けて下さい。申請者には当日受付時に、受講証明書引換券をお渡し致しますの

で、閉会後引き替えに受講証明書を発行します。

■研究交流会（参加費：4,000円程度）

講演会終了後、港湾空港に関する研究についての情報交換の場として研究交流会を予定して

おります。研究交流会に参加を希望される方は記入欄に〇を付けて下さい。

なお、参加費については講演会受付時に徴収させて頂きます。研究交流会会場は講演会受付時

にお知らせ致します。※講演会会場近隣を予定

■問い合わせ先

国土交通省 中部地方整備局 港湾空港部 海洋環境・技術課（担当：塚本、横井）

TEL：（０５２）２０９－６３２９

応募締切：平成30年11月5日（月）

別紙２



TKP名駅桜通⼝カンファレンスセンター 4F（ホール4D）

名古屋市中村区名駅3-13-5 ダイヤビル３号館
TEL︓052-990-2726 名古屋駅より徒歩約５分

講演会会場案内図
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